
名勝 小金井桜定期パトロール報告   No.1            No.274～181 ,  No.960～866  

       巡回日 2011・09・22（木）晴れ一時雨                       時間 12：30～ 13：30 

巡回区間 小金井橋～茜屋橋   第２ブロック                              小迫 邦彦 ・ 悦子 

1、全体 9 月 21 日、数日来の１５号台風接近による風雨の心配が遂に現実になり、横殴りの雨風に屈強

な若者が「外は歩ける状態ではありません」の言葉と共に配達荷物を届けてくれた。 

本日 22 日は台風一過の青空が朝から見られたが、学芸大の校内のサクラが 1 本、根こそぎ倒れ、

隣のサクラを直撃、隣のサクラも大打撃を受けた。ケヤキの大木も 1 本、根元から倒れ道路を

塞いでしまったし、松の木も 1 本倒れ、校内中小枝と落葉、松ぼっくりの散乱で自転車運行に

神経を使った。新小金井街道の貫井トンネルと生協の間の東側道路のサクラが 3 本倒れ、早々

に切り株にされたとの知らせも受けた。 

心配で帰途、玉川上水に行った。第 2 ブロックのサクラがどんなに被害を受けている事かと、

最悪を想定して行った。被害甚大だった(2、桜樹参照)。上水内の木々の損傷もひどく、折れた

木、裂けた木が随所に見られた。中には緑道を塞いでしまったものまであった。小金井橋植樹

の三吉野桜の看板が少し壊れ傾いていた(9/23 応急処置す)。23 日も撮影に行き小枝を片付ける。 

     

茜屋橋東の No.183 の側、対岸のケヤキが根元から裂け、五日市街道まで達した(9/22 撮影) 

2、桜樹 最も被害の大きかった桜樹(第２ブロック)は No.219(ヤマザクラ)で、主幹の途中からボッキリ折

れてしまった。この桜は長年▲で毎年健気に美しく優しい花をつけてはいたが、いつまで持つ

かとずっと心配していた桜樹なので、やっぱり折れたか・・とガックリした。最後の可愛い花

を見てやって下さい。No.892(ヤマザクラ)は主幹の 1 本が上部で裂けた。No.927(ヤマザクラ) は

主幹の内、1 本が上部で折れた。No.942(オオシマ系)は中枝が折れた。 

    

No.219 (ヤマザクラ) 幹の下部のみ残った。右は折れた上部     2011-04-12 開花写真 

       

No.892 主幹の 1 本が上部で裂けた。残枝は生きていけるだろうか(9/22 撮影)   (9/23 撮影) 

 

 



 

 

 

名勝 小金井桜定期パトロール報告   No.２           No.274～181 ,  No.960～866  

       巡回日 2011・09・22（木）晴れ一時雨                       時間 12：30～ 13：30 

巡回区間 小金井橋～茜屋橋   第２ブロック                            小迫 邦彦 ・ 悦子 

2、桜樹 

      

No.927(ヤマザクラ)主幹上部折れ       No.942(オオシマ系) 中枝折れ 

0 0 0  

No.939(ソメイヨシノ)は 8 月 6 日の樹勢調査時にナラタケモドキがみられた。その時はまだ葉

が少し付いていたが、本日は枯れてしまっていた。倒壊を心配したが異常なかったよう。 

0     0  

No.904 のキノコが勢いを増した  No.271-1(不明) と No.272(オオシマ系)が殆んどか枯れか

かっていた。両木は樹勢調査時(8/6)緑道の両側から互いに接触していた。271-1 は一部黄葉(評

価は連続○)、272 は 2 年続きでウズラタケ発生、幹に損傷有り(評価は連続△)。 

3、緑道 

0 0 0    

左岸・五日市街道沿い(9/22  12:45 頃)               右岸 

0 0 0   

No.913 側の桑が折れた        上水内の枝折れ   根元から裂けたケヤキ 



名勝 小金井桜定期パトロール報告   No.３            No.274～181 ,  No.960～866  

       巡回日 2011・09・22（木）晴れ一時雨                       時間 12：30～ 13：30 

巡回区間 小金井橋～茜屋橋   第２ブロック                              小迫 邦彦 ・ 悦子 

3、緑道 

 0 0 0  

4、全体 

0 0 0  

手前は根元から倒れている。 折れたり、裂けたり本当に酷かった。上水の斜面では根を充分に

はれないので根元から倒れたり裂けたりするのだろうか？折れたものにはキノコのついたもの

も多く見られた。 

ナラタケモドキは時期を外すと消えてしまうらしい。8 月 6 日の樹勢調査時にあちこちで見られ

たものが、2 週間後の例会時には消えてしまっていた。しかし、ナラタケモドキは桜に対して非

常に病原性が強い菌なので、根に菌が温存されているだろうと思われる。 

「ナラタケモドキは伐採後も切り株が菌の温床になるので、切り株ごと除去が必要。ナラタケの

仲間は土壌中に菌糸の束、根状菌糸束というものを伸ばして隣接木へ感染を拡げて行く。日光街

道桜並木では、このナラタケモドキで隣接木６本ほど枯れた場所があった・・」と日光植物園の 

清水 淳子先生からメールを頂いたあとなので、上水の木々を枯らしていくキノコが心配だ。 

多摩地区日本花の会の中原代表から、キノコ博士の林 康夫先生が、「応急処置として、ナラやコ

ナラの杭をナラタケモドキが発生した木と隣の木の間に、深く打ちつけておくと、ナラタケモド

キが一時的にそこで止まってくれることが有る・・」と以前おっしゃっていた・・とお聞きした。 

切り株ごと深く土を入れ替えるには、時間もお金もかかるだろうから、取り敢えず、上水に何本

も生えているコナラで杭を作って、ナラタケモドキが発生した桜樹の周りに早急に打って頂きた

いと切望する。 

5、その他 

0 0 0  

 


